
(57)【要約】

【課題】　必要な階層に連結された架構２４だけに制震

装置３４を配置して建物全体の層間変形角を小さくして

耐震性能を向上させることを課題とする。

　【解決手段】　建物１０と隣接して柱２０が立設され

、この柱２０に梁２２を掛け渡して架構２４を構成して

いる。この架構２４と既設建物は連結部材と連結されて

いる。この架構２４内には、制震装置３４が配置され、

架構２４を通じて既設建物が制震されるが、全ての架構

２４に制震装置３４は配置されていない。すなわち、層

間変形角から耐震補強が必要な階層を割り出して、その

階層に連結された架構２４に制震装置３４を配置し、既

設建物全階の層間変形角が所定値以下となるようにする

。層間変形角から耐震補強が必要な階層を割り出して制

震装置３４を設置することで、制震装置３４の設置個数

が削減して施工コストが削減される。また、建物１０の

見栄えも良くなる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 多 層 階 の 既 設 建 物 と 隣 接 し て 立 設 さ れ た 複 数 本 の 支 柱 と 、 前 記 支 柱 に 掛 け 渡 さ れ 架 構 を
構 成 す る 梁 と 、 前 記 既 設 建 物 と 前 記 架 構 と を 連 結 す る 連 結 部 材 と 、 前 記 架 構 内 に 設 け ら れ
、 前 記 連 結 部 材 を 介 し て 既 設 建 物 の 振 動 を 抑 え る 制 震 装 置 と 、 を 有 し 、 前 記 既 設 建 物 が 建
て ら れ た 地 盤 に 想 定 地 震 波 を 入 力 し た と き 、 該 既 設 建 物 全 階 の 層 間 変 形 角 が 所 定 値 以 下 と
な る よ う に 、 前 記 架 構 内 に 前 記 制 震 装 置 を 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 耐 震 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 既 設 建 物 が 、 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 と 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 で 構 築 さ れ て お り
、 耐 震 性 能 が 劣 る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 部 分 と 連 結 さ れ た 架 構 に 制 震 装 置 を 配 置 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 耐 震 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 架 構 が 、 既 設 建 物 に 設 け ら れ た 共 同 廊 下 側 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 耐 震 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 震 装 置 が 、 架 構 の 上 側 梁 に 一 端 が 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ た 第 １ ア ー ム と 、 架 構 の
下 側 梁 に 一 端 が 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ た 第 ２ ア ー ム と 、 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム の 自 由 端
を 所 定 の 角 度 を 持 っ て 回 転 可 能 に 連 結 す る 連 結 部 材 と 、 一 端 が 連 結 部 材 に 回 転 可 能 に 連 結
さ れ 、 他 端 が 下 側 梁 に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て 、 連 結 部 材 の 移 動 に よ り 伸 縮 し て 振 動 エ ネ ル
ギ ー を 吸 収 す る ダ ン パ ー と 、 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 耐 震 補 強 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 既 存 建 物 を 耐 震 改 修 し た 耐 震 補 強 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 出 願 人 は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 既 設 建 物 １ ０ ０ に 隣 接 し て 新 設 フ レ ー ム １ ０ ２ を 構
築 し て 既 設 建 物 １ ０ ０ と 連 結 し 、 新 設 フ レ ー ム １ ０ ２ の 架 構 内 に ト グ ル 式 の 制 震 装 置 １ ０
４ を 配 置 し て 、 耐 震 改 修 す る 工 法 を 提 案 し て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 耐 震 改 修 工 法 に よ り 、 居 な が ら に し て （ 改 修 中 に 転 居 す る 必 要 が な い ） 改 修 で き る
と 共 に 、 既 設 建 物 １ ０ ０ と 新 設 フ レ ー ム １ ０ ２ が 同 期 し て 揺 れ て も 、 新 設 フ レ ー ム １ ０ ２
を 通 じ て 既 設 建 物 １ ０ ０ が 制 震 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 既 設 建 物 １ ０ ０ の 構 造 に よ っ て は 、 階 層 に よ り 耐 震 性 能 が 異 な る こ と が 往 々 に
し て あ る 。 た と え ば 、 下 層 階 が 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 、 上 層 階 が 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構
造 の よ う な 場 合 、 下 層 階 を 耐 震 補 強 す る 必 要 が な い こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が 、 従 来 工 法 で は 、 す べ て の 新 設 フ レ ー ム の 架 構 に 制 震 装 置 １ ０ ４ を 取 付 け て い
た た め 、 施 工 コ ス ト が 増 加 し て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ５ １ ６ ２ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 係 る 事 実 を 考 慮 し 、 必 要 な 階 層 に 連 結 さ れ た 架 構 だ け に 制 震 装 置 を 配 置 し て 建
物 全 体 の 層 間 変 形 角 を 小 さ く し て 耐 震 性 能 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 施 工 コ ス ト を 低 減 さ せ 、
建 物 全 体 の 見 栄 え を 良 く す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 多 層 階 の 既 設 建 物 と 隣 接 し て 立 設 さ れ た 複 数 本 の 支 柱 と 、 前
記 支 柱 に 掛 け 渡 さ れ 架 構 を 構 成 す る 梁 と 、 前 記 既 設 建 物 と 前 記 架 構 と を 連 結 す る 連 結 部 材
と 、 前 記 架 構 内 に 設 け ら れ 、 前 記 連 結 部 材 を 介 し て 既 設 建 物 の 振 動 を 抑 え る 制 震 装 置 と 、
を 有 し 、 前 記 既 設 建 物 が 建 て ら れ た 地 盤 に 想 定 地 震 波 を 入 力 し た と き 、 該 既 設 建 物 全 階 の
層 間 変 形 角 が 所 定 値 以 下 と な る よ う に 、 前 記 架 構 内 に 前 記 制 震 装 置 を 配 置 し た こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 多 層 階 の 既 設 建 物 と 隣 接 し て 支 柱 が 立 設 さ れ 、 こ の 支 柱 に
梁 を 掛 け 渡 し て 架 構 を 構 成 し て い る 。 こ の 架 構 と 既 設 建 物 は 連 結 部 材 と 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 架 構 内 に は 、 制 震 装 置 が 配 置 さ れ 、 架 構 を 通 じ て 既 設 建 物 が 制 震 さ れ る が 、 全 て の
架 構 に 制 震 装 置 は 配 置 さ れ て い な い 。 す な わ ち 、 層 間 変 形 角 か ら 耐 震 補 強 が 必 要 な 階 層 を
割 り 出 し て 、 そ の 階 層 に 連 結 さ れ た 架 構 に 制 震 装 置 を 配 置 し 、 既 設 建 物 全 階 の 層 間 変 形 角
が 所 定 値 以 下 と な る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 層 間 変 形 角 は 、 各 階 層 に 生 じ る 水 平 方 向 の 層 間 変 形 の 当 該 各 階 の 高 さ に 対 す る 割 合 で 、
既 設 建 物 が 建 て ら れ た 地 盤 に 想 定 地 震 波 を 入 力 し た と き 、 各 階 に 生 じ る 層 せ ん 断 力 を 求 め
、 そ の 層 せ ん 断 力 か ら 各 階 に 生 じ る 層 間 変 形 角 を 求 め る 。 そ し て 、 既 設 建 物 の す べ て の 階
の 層 間 変 形 角 が 所 定 値 以 下 と な る よ う に 制 震 装 置 を 配 置 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 、 層 間 変 形 角 か ら 耐 震 補 強 が 必 要 な 階 層 を 割 り 出 し て 制 震 装 置 を 設 置 す る こ
と で 、 制 震 装 置 の 設 置 個 数 が 削 減 し て 施 工 コ ス ト が 削 減 さ れ る 。 ま た 、 建 物 の 見 栄 え も 良
く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 既 設 建 物 が 、 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 と 鉄 筋 コ ン ク リ
ー ト 構 造 で 構 築 さ れ て お り 、 耐 震 性 能 が 劣 る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 部 分 と 連 結 さ れ た 架 構
に 制 震 装 置 を 配 置 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で は 、 耐 震 性 能 が 劣 る と 予 想 さ れ る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 部 分 と
連 結 さ れ た 架 構 に 制 震 装 置 を 配 置 し 、 既 設 建 物 全 階 の 層 間 変 形 角 が 所 定 値 以 下 に な る か を
確 認 で き る の で 、 耐 震 補 強 が 必 要 な 階 の 割 り 出 し が 早 く で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 架 構 が 、 既 設 建 物 に 設 け ら れ た 共 同 廊 下 側 に 設 け ら れ た
こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 で は 、 既 設 建 物 に 設 け ら れ た 共 同 廊 下 側 に 架 構 を 設 け 、 ベ ラ ン ダ
側 を 避 け る こ と で 、 耐 震 補 強 工 事 中 で も 住 居 者 の プ ラ イ バ シ ー を 守 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 制 震 装 置 が 、 架 構 の 上 側 梁 に 一 端 が 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ た
第 １ ア ー ム と 、 架 構 の 下 側 梁 に 一 端 が 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ た 第 ２ ア ー ム と 、 第 １ ア ー ム
と 第 ２ ア ー ム の 自 由 端 を 所 定 の 角 度 を 持 っ て 回 転 可 能 に 連 結 す る 連 結 部 材 と 、 一 端 が 連 結
部 材 に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ 、 他 端 が 下 側 梁 に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て 、 連 結 部 材 の 移 動 に よ
り 伸 縮 し て 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る ダ ン パ ー と 、 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 で は 、 上 側 梁 に 、 第 １ ア ー ム の 一 端 が 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ て お
り 、 ま た 、 下 側 梁 に 、 第 ２ ア ー ム の 一 端 が 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 連 結 部
材 に よ っ て 、 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム の 自 由 端 が 所 定 の 角 度 を 持 っ て 回 転 可 能 に 連 結 さ れ
、 ト グ ル 機 構 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 、 ト グ ル 機 構 を 構 成 す る こ と に よ り 、 既 設 建 物 と 新 設 の 架 構 が 一 体 と な っ て
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揺 れ 、 上 側 梁 と 下 側 梁 が 小 さ く 水 平 方 向 或 い は 鉛 直 方 向 へ 相 対 変 形 し て も 、 連 結 部 材 は 大
き く 円 弧 運 動 し 、 大 き な 変 形 に 増 幅 す る 。 こ の た め 、 小 さ い 変 形 × 大 き な 力 ＝ 大 き な 変 形
× 小 さ な 力 と い う 関 係 が 成 立 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 従 っ て 、 連 結 部 材 の 円 弧 運 動 は 、 下 側 梁 に 設 け ら れ た ダ ン パ ー の 小 さ な 力 で 減 衰 さ れ 、
架 構 と 共 に 既 設 建 物 の 振 動 が 制 震 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 第 １ ア ー ム と 第 ２ ア ー ム の 長 さ 或 い は 自 由 端 が 交 わ る 角 度 を 変 え る こ と に よ り 、
既 設 建 物 の 振 動 特 性 に 合 わ せ て 、 増 幅 倍 率 を 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 既 設 建 物 の 揺 れ 方 向 と 同 一 と な る よ う に 、 第 １ ア ー ム 、 第 ２ ア ー ム 、 及 び ダ ン
パ ー を 配 置 す る こ と で 、 第 １ ア ー ム 及 び 第 ２ ア ー ム に は 、 軸 力 の み が 作 用 す る こ と に な る
た め 、 ア ー ム の 強 度 を 必 要 以 上 に 上 げ な く て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 上 記 構 成 と し た の で 、 必 要 な 階 層 に 連 結 さ れ た 架 構 だ け に 制 震 装 置 を 配 置 し て
建 物 全 体 の 層 間 変 形 角 を 小 さ く し て 耐 震 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 施 工 コ ス
ト を 低 減 さ せ 、 建 物 全 体 の 見 栄 え を 良 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に は 、 本 形 態 に 係 る 耐 震 補 強 構 造 が 用 い ら れ た １ ０ 階 建 て の 建 物 １ ０ が 示 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 建 物 １ ０ は 、 ６ 階 ま で が 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 で 、 ７ 階 か ら １ ０ 階 が 鉄 筋 コ ン
ク リ ー ト 構 造 と さ れ た 多 層 の ラ ー メ ン 構 造 の 集 合 住 宅 で 、 立 面 の 面 内 方 向 に 揺 れ 易 く な っ
て い る 。 ま た 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 建 物 １ ０ の 裏 側 に は 共 同 廊 下 １ ４ が 張 り 出 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 共 同 廊 下 １ ４ 側 に は 、 柱 ２ ０ （ 例 え ば 、 Ｈ 鋼 材 、 ボ ッ ク ス 鋼 材 、 Ｈ 鋼 材 と コ ン ク リ
ー ト 、 又 は コ ン ク リ ー ト 充 填 鋼 管 ） 及 び 梁 ２ ２ （ 例 え ば 、 Ｈ 鋼 材 、 Ｈ 鋼 材 と コ ン ク リ ー ト
） で 層 状 の 架 構 ２ ４ が 構 築 さ れ て い る 。 こ の 柱 ２ ０ の 基 礎 は 、 建 物 １ ０ と は 独 立 し て 別 途
設 け ら れ る の で 、 建 物 １ ０ の 基 礎 に 負 担 を 掛 け る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 架 構 ２ ４ を 構 成 す る 梁 ２ ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 共 同 廊 下 １ ４ の 下 面 に 打 ち 増 し
さ れ た 連 結 ス ラ ブ ２ ６ と 連 結 さ れ て い る 。 な お 、 既 存 建 物 の 梁 ２ ３ に は 、 接 着 系 の ア ン カ
ー ２ ８ が 埋 設 さ れ て お り 、 連 結 ス ラ ブ ２ ６ の ス ラ ブ 筋 ３ ０ と 連 結 さ れ 、 ア ン カ ー ２ ８ を 介
し て 梁 ２ ３ と 梁 ２ ２ が 一 体 と な っ て い る 。 な お 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 共 同 廊 下 １ ４ の 下
面 に 打 ち 込 ん だ ア ン カ ー ２ ７ で 一 体 に 連 結 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 梁 ２ ２ と 梁 ２ ３ を 連 結 す る こ と で 、 建 物 １ ０ と 架 構 ２ ４ の 間 に 、 水 平 面 内
の 捩 れ が 発 生 し 難 く な り 、 柱 ２ ０ 及 び 梁 ２ ２ に 余 分 な 曲 げ 応 力 が 発 生 せ ず 、 後 述 す る 制 震
装 置 ３ ４ の ア ー ム を 軸 力 の み で 強 度 設 計 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 こ の 架 構 ２ ４ の 構 築 、 建 物 １ ０ と の 連 結 工 事 は 、 建 物 １ ０ の 住 居 者 が 転 居 し な く
て も で き る の で 、 居 な が ら に し て 耐 震 改 修 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 架 構 ２ ４ の 中 に は 、 制 震 装 置 ３ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 制 震 装
置 ３ ４ は 、 上 階 梁 ２ ２ Ａ に 取 付 け ら れ た 回 転 支 承 ３ ６ に 一 端 が 固 定 さ れ た 第 １ ア ー ム ３ ８
と 、 下 階 梁 ２ ２ Ｂ に 取 付 け ら れ た 回 転 支 承 ４ ０ に 一 端 が 固 定 さ れ た 第 ２ ア ー ム ４ ２ と を 備
え て い る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ ア ー ム ３ ８ 及 び 第 ２ ア ー ム ４ ２ の 自 由 端 は 回 転 ヒ ン ジ ４ ４ で 回 動 可 能 に 所 定 の 角 度
を 持 っ て 連 結 さ れ 、 ト グ ル 機 構 を 構 成 し て い る 。 こ の 回 転 ヒ ン ジ ４ ４ が 設 け ら れ た 連 結 プ
レ ー ト ４ ７ に は ピ ン ５ １ で 油 圧 ダ ン パ ー ４ ６ の シ リ ン ダ ー ５ ０ が 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い
る 。 油 圧 ダ ン パ ー ４ ６ の ロ ッ ド ４ ８ は 、 下 階 梁 ２ ２ Ｂ に 取 付 け ら れ た 回 転 支 承 ５ ２ に 連 結
さ れ 、 回 転 ヒ ン ジ ４ ４ の 動 き に 追 従 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 制 震 装 置 ３ ４ は 、 図 １ 上 左 右 対 称 に 配 置 さ れ 、 揺 れ 方 向 に 関 係 な く 制 震 効 果 を 発 揮
で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 の ６ 階 と 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 の
７ ～ １ ０ 階 に 制 震 装 置 ３ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 想 定 入 力 地 震 波 （ Ｅ ｌ 　 Ｃ ｅ ｎ ｔ
ｒ ｏ 　 １ ９ ４ ０ 　 Ｎ Ｓ 　 最 大 速 度 ４ ０ ｃ ｍ ／ ｓ に 基 準 化 し た 地 震 波 ） を 入 力 し た と き の 地
震 応 答 解 析 結 果 か ら 求 め た 、 各 階 毎 の 層 せ ん 断 力 を 図 ８ に 、 層 間 変 形 角 を 図 ９ に 示 す 。 層
間 変 形 角 は 、 各 階 に 生 じ る 水 平 方 向 の 層 間 変 形 の 当 該 各 階 の 高 さ に 対 す る 割 合 を い い 、 本
実 施 例 で は 、 １ ～ ６ 階 ま で は 、 １ ／ １ ２ ５ ｒ ａ ｄ 以 下 を 設 計 ク ラ イ テ リ ア と し 、 ７ 階 か ら
上 階 を １ ／ １ ５ ０ ｒ ａ ｄ 以 下 を 設 計 ク ラ イ テ リ ア と し 、 ６ 階 か ら １ ０ 階 を 耐 震 補 強 が 必 要
な 階 層 と 割 り 出 し た 。 な お 、 ６ 階 に は 安 全 率 を 考 慮 し て 又 建 物 １ ０ 全 体 の 層 間 変 形 角 が 設
計 ク ラ イ テ リ ア を ク リ ア す る よ う に 制 震 装 置 を 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ９ の グ ラ フ か ら 判 る よ う に 、 補 強 前 （ □ で 表 示 ） の 層 間 変 形 角 が 、 制 震 装 置 ３ ４ で 補
強 す る こ と で （ ○ で 表 示 ） 、 す べ て の 階 に お い て 、 設 計 ク ラ イ テ リ ア を ク リ ア し て い る 。
な お 、 設 計 ク ラ イ テ リ ア と は 、 耐 震 設 計 す る 上 で 目 標 と す る 判 定 基 準 を 言 う 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 層 間 変 形 角 か ら 耐 震 補 強 が 必 要 な 階 層 を 割 り 出 し て 制 震 装 置 を 設 置 す る こ
と で 、 設 置 個 数 を 削 減 し て 施 工 コ ス ト を 削 減 で き る 。 ま た 、 建 物 の 見 栄 え も 良 く な る 。 な
お 、 図 ８ の グ ラ フ に 示 す よ う に 、 架 構 で 既 存 建 物 を 補 強 す る だ け で も 層 せ ん 断 耐 力 は 大 き
く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 制 震 装 置 ３ ４ の 機 能 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 地 震 等 に よ っ て 、 建 物 １ ０ の ７ 階 の 中 央 が 右 方 向 へ 水 平 変 形 し た と す る と 、 図 ７ に 示 す
よ う に 、 連 結 ス ラ ブ ２ ６ （ 図 ３ 参 照 ） で 連 結 さ れ た 架 構 ２ ４ も 右 方 向 へ 水 平 変 形 す る 。 こ
こ で 、 便 宜 上 、 柱 ２ ０ の 伸 縮 を 無 視 し て 、 上 階 梁 ２ ２ Ａ が 水 平 変 形 し た と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の と き 、 架 構 ２ ４ 内 に お い て 、 右 側 の 制 震 装 置 ３ ４ を 構 成 す る 第 １ ア ー ム ３ ８ 及 び 第
２ ア ー ム ４ ２ が 回 転 支 承 ３ ６ 、 ４ ０ を 中 心 に 回 転 運 動 を 行 う た め 、 上 階 梁 ２ ２ Ａ の 回 転 支
承 ３ ６ の 水 平 変 位 量 よ り 、 回 転 ヒ ン ジ ４ ４ の 変 位 量 が 増 幅 さ れ て 大 き く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 、 回 転 支 承 ３ ６ の 小 さ な 変 位 が 回 転 ヒ ン ジ ４ ４ の 大 き な 回 転 変 位 に 増 幅 さ れ
、 小 さ い 変 位 × 大 き な 力 ＝ 大 き な 変 位 × 小 さ な 力 と い う 関 係 が 成 立 す る 。 す な わ ち 、 油 圧
ダ ン パ ー ４ ６ の ロ ッ ド ４ ８ が 大 き く 伸 張 し て 、 小 さ な 力 に よ っ て 、 架 構 ２ ４ の 振 動 が 減 衰
さ れ 、 同 時 に 連 結 ス ラ ブ ２ ６ を 介 し て 、 建 物 １ ０ の 振 動 が 効 果 的 に 制 震 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 左 側 の 制 震 装 置 ３ ４ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 変 形 の 増 幅 倍 率 が 余 り 大 き く な い が
（ ロ ッ ド の 移 動 距 離 が 小 さ い ） 、 左 右 の 制 震 装 置 ３ ４ が 協 働 し て 平 均 的 な 増 幅 倍 率 を 出 せ
る よ う に （ 略 線 形 的 に 増 幅 す る よ う に す る ） 設 定 す る こ と で 、 揺 れ 方 向 に 関 係 な く 建 物 １
０ を 効 果 的 に 制 震 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 第 １ ア ー ム ３ ８ 及 び 第 ２ ア ー ム ４ ２ が 柱 ２ ０ に 与 え る 引 張 と 圧 縮 の 軸 力 を 相 殺
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す る よ う に 、 制 震 装 置 ３ ４ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 す な わ ち 、 左 側 の 架 構 の 左 側 の 制 震 装 置 で は 、 架 構 ２ ４ が 右 方 向 に 水 平 変 形 し た と き 、
左 側 の 柱 ２ ０ に は 上 方 に 引 き 抜 か れ る よ う な 軸 力 （ 実 線 矢 印 ） が 発 生 す る 。 こ の 軸 力 は 、
左 側 の 制 震 装 置 ３ ４ の 第 １ ア ー ム ３ ８ に 下 方 へ 向 か う 軸 力 （ 点 線 矢 印 ） が 発 生 す る こ と で
キ ャ ン セ ル さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 右 側 の 第 １ ア ー ム ３ ８ に は 上 方 向 に 向 か う 軸 力 軸 力 （ 実 線 矢 印 ） が 発 生 す る 。 こ
の 軸 力 は 、 右 隣 の 架 構 ２ ４ の 左 側 の 第 １ ア ー ム ３ ８ に 下 方 に 向 か う 軸 力 （ 点 線 矢 印 ） が 発
生 す る こ と で キ ャ ン セ ル さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に 、 最 右 側 の 第 １ ア ー ム ３ ８ に は 上 方 向 に 向 か う 軸 力 （ 点 線 矢 印 ） が 発 生 す る 。 こ
の 軸 力 は 、 柱 ２ ０ に 下 方 へ 向 か う 圧 縮 力 （ 実 線 矢 印 ） が 発 生 す る こ と で キ ャ ン セ ル さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に 、 地 震 時 に 柱 ２ ０ の 基 礎 部 の 引 抜 き 力 を キ ャ ン セ ル す る よ う な 力 を 制 震 装 置
３ ４ が 発 揮 す る た め 、 こ れ に よ り 、 支 柱 の 製 造 コ ス ト （ 断 面 積 を 小 さ く で き る ） が 下 が る
と 共 に 、 杭 や フ ー チ ン グ 等 が 不 要 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 本 形 態 の 耐 震 補 強 構 造 で は 、 制 震 装 置 ３ ４ が 地 震 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る こ と に よ
っ て 、 架 構 ２ ４ と 建 物 １ ０ に 生 じ る 最 大 応 力 の 発 生 時 刻 が ず れ 、 ま た 、 建 物 １ ０ に 生 じ る
最 大 応 力 の 値 も 小 さ く な る 。 こ の た め 、 建 物 １ ０ の 耐 力 が 増 し 、 層 間 変 形 を 低 減 す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 図 １ １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 架 構 ２ ４ と 建 物 １ ０ は 連 結 ス ラ ブ ２ ６ に よ っ て 全 階
と 連 結 し て い る わ け で な く 、 少 な く と も 制 震 装 置 ３ ４ を 設 置 す る 架 構 だ け を 建 物 １ ０ と 連
結 し て い る 。 す な わ ち 、 図 １ １ （ Ｂ ） に 示 す 従 来 の 制 震 構 造 １ ０ １ の よ う に 、 連 結 部 材 １
０ ３ で 新 設 フ レ ー ム １ ０ ２ と 全 階 を 連 結 し 、 新 設 フ レ ー ム １ ０ ２ の 架 構 に 制 震 装 置 １ ０ ４
（ 図 １ ２ 参 照 ） を 取 付 け る 構 造 と 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 構 成 の 相 違 か ら 、 本 発 明 で は 、 効 率 的 に 建 物 全 体 の 耐 震 性 能 を 改 善 す る こ と が で き
る 。 な お 、 図 １ １ （ Ａ ） で は 、 下 層 階 を 連 結 ス ラ ブ ２ ６ で 連 結 し 、 柱 ２ ０ が 座 屈 し な い よ
う に し て い る が 、 柱 の 強 度 に よ っ て は 、 下 層 階 と 連 結 す る 必 要 は な く 、 ま た 、 柱 の 強 度 が
低 い 場 合 、 全 階 を 架 構 と 連 結 し た 方 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 架 構 ２ ４ 自 体 は 、 建 物 １ ０ か ら の 揺 れ を 制 震 装 置 ３ ４ に 伝 達 す る 役 目 を 果 た せ ば
よ く 、 従 来 の ブ レ ス 方 式 の 耐 震 補 強 の よ う な 剛 性 は 必 要 と さ れ な い 。 こ れ に よ り 、 架 構 ２
４ の 剛 性 を 低 減 し て （ 弾 性 係 数 を 小 さ く し て ） 、 建 物 １ ０ へ 入 力 さ れ る 地 震 力 を 低 減 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に 、 従 来 の ブ レ ス 方 式 の 耐 震 補 強 で は 、 上 部 の 架 構 に 作 用 す る 力 を 下 部 の 架 構 が 支
持 し て 、 順 次 基 礎 部 に 伝 達 し て い く 必 要 が あ る た め 、 上 下 の 架 構 を 連 続 し て 補 強 し な け れ
ば な ら な い が 、 本 発 明 で は 、 図 １ １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 途 中 を 飛 ば し て （ 下 層 部 に 制 震
装 置 が な い ） 、 制 震 構 造 を 構 築 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 制 震 装 置 と し て ト グ ル 式 の 制 震 装 置 を 使 用 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ
る 訳 で な く 、 架 構 に 掛 け 渡 さ れ た ブ レ ス の 間 に 油 圧 系 （ オ イ ル 系 、 粘 性 系 ） の ダ ン パ ー を
配 置 し た 制 震 装 置 で も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
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【 図 １ 】 本 形 態 に 係 る 耐 震 補 強 構 造 を 用 い た 既 設 建 物 を 示 す 立 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 形 態 に 係 る 耐 震 補 強 構 造 を 用 い た 既 設 建 物 を 示 す 裏 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 形 態 に 係 る 耐 震 補 強 構 造 を 用 い た 既 設 建 物 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 形 態 に 係 る 耐 震 補 強 構 造 の 梁 と 共 同 廊 下 の 連 結 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 制 震 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 複 数 の 架 構 に 配 置 さ れ た 制 震 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 制 震 装 置 の 動 き と 柱 に 作 用 す る 軸 力 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 既 存 建 物 の 各 階 の 層 せ ん 断 力 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ９ 】 既 存 建 物 の 各 階 の 層 間 変 形 角 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ０ 】 耐 震 補 強 構 造 の 梁 と 共 同 廊 下 の 連 結 構 造 を 示 す 他 の 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 （ Ａ ） は 本 形 態 に 係 る 耐 震 補 強 構 造 を 用 い た 既 設 建 物 と 架 構 の 連 結 関 係 を 説 明
す る 説 明 図 、 （ Ｂ ） は 従 来 の 耐 震 補 強 構 造 を 用 い た 既 設 建 物 と 架 構 の 連 結 関 係 を 説 明 す る
説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の 耐 震 補 強 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 　 　 　 　 ２ ０ 　 　 　 柱
　 　 　 　 　 ２ ２ 　 　 　 梁
　 　 　 　 　 ２ ６ 　 　 　 連 結 ス ラ ブ （ 連 結 部 材 ）
　 　 　 　 　 ３ ４ 　 　 　 制 震 装 置
　 　 　 　 　 ３ ８ 　 　 　 第 １ ア ー ム
　 　 　 　 　 ４ ２ 　 　 　 第 ２ ア ー ム
　 　 　 　 　 ４ ４ 　 　 　 回 転 ヒ ン ジ （ 連 結 部 材 ）
　 　 　 　 　 ４ ６ 　 　 　 油 圧 ダ ン パ ー
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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